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(57)【要約】
【課題】観察窓の方に向いていない患部の観察や、前方
に向けて突出する処置具の先端と粘膜面との間の間隔の
視認等を、広い観察視野の中で明瞭に行うことができる
前方視型内視鏡の先端部を提供すること。
【解決手段】挿入部１の先端面２ａにその前方を観察す
るための観察窓３が配置されると共に、挿入部１の先端
面２ａの周囲を囲む位置からその前方に突出する筒状の
先端フード１０が設けられた前方視型内視鏡の先端部に
おいて、先端フード１０の前方位置の被写体の光像を実
質的に歪みなく反射させて観察窓３に入射させる像反射
鏡１４が先端フード１０の内周面位置に配置されている
。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端面にその前方を観察するための観察窓が配置されると共に、上記挿入部の
先端面の周囲を囲む位置からその前方に突出する筒状の先端フードが設けられた前方視型
内視鏡の先端部において、
　上記先端フードの前方位置の被写体の光像を実質的に歪みなく反射させて上記観察窓に
入射させる像反射鏡が上記先端フードの内周面位置に配置されていることを特徴とする前
方視型内視鏡の先端部。
【請求項２】
　上記像反射鏡が平面鏡である請求項１記載の前方視型内視鏡の先端部。
【請求項３】
　上記先端フードが上記挿入部の先端部分に着脱自在であって、上記先端フードを上記挿
入部の先端部分の軸線周り方向に変位した複数の向きで上記挿入部の先端部分に係止する
ことができるフード係止手段が設けられている請求項１又は２記載の前方視型内視鏡の先
端部。
【請求項４】
　上記像反射鏡が、上記先端フードの周方向に位置を変えて上記先端フードの内周面位置
に複数配置されている請求項１又は２記載の前方視型内視鏡の先端部。
【請求項５】
　上記挿入部の先端面の中心から偏位した位置に処置具突出口が配置されていて、上記像
反射鏡が、上記処置具突出口に対し上記先端フードの中心軸線周り方向に略１８０°偏位
した位置に配置されている請求項１又は２記載の前方視型内視鏡の先端部。
【請求項６】
　上記挿入部の先端面の中心から偏位した位置に処置具突出口が配置されていて、上記像
反射鏡が、上記先端フードの中心軸線周り方向において上記処置具突出口と略同方向に配
置されている請求項１又は２記載の前方視型内視鏡の先端部。
【請求項７】
　上記像反射鏡が、上記挿入部の基端側からの遠隔操作で向きが変わるように可動に配置
されている請求項１又は２記載の前方視型内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は前方視型内視鏡の先端部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　前方視型内視鏡の挿入部の先端面には、その前方を観察するための観察窓が配置されて
いるが、観察窓に面している物体を平面的に観察することしかできない。したがって、隆
起性の患部等にその正面からアプローチしても、その隆起の側面の状態を診断することが
できない。
【０００３】
　また、処置具を前方に突き出したときに、処置具の先端と粘膜面との間の間隔をはっき
りと視認することができないので、処置具の先端を粘膜面に対して正確に制御することが
できず、大雑把な制御操作しか行うことができない。
【０００４】
　そこで、内視鏡の鉗子チャンネルの出口孔から前方に像反射鏡（円形の平面鏡）を突き
出させて、その像反射鏡による被写体の反射像を観察窓から観察できるようにしていた（
例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２０００－２７１０６８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかし、鉗子チャンネルの出口孔から前方に像反射鏡を突き出させた状態では、鉗子チ
ャンネルに処置具を挿通して使用することができず、単純な内視鏡観察以外の各種処置を
全く行うことができない。また、処置具を使用する際には像反射鏡を使用することができ
ないので、処置具の先端と粘膜面との間の間隔を視認することができない。
【０００６】
　また、像反射鏡を鉗子チャンネルに挿脱する構成の場合には、像反射鏡が極めて小さな
ものになってしまい、しかも使用時に振らついたり誤って粘膜面に強く押し付けられて粘
膜損傷をおこす可能性がある等、種々な問題があって実用性に乏しい。
【０００７】
　本発明は、観察窓の方に向いていない患部の観察や、前方に向けて突出する処置具の先
端と粘膜面との間の間隔の視認等を、広い観察視野の中で明瞭に行うことができる前方視
型内視鏡の先端部を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の前方視型内視鏡の先端部は、挿入部の先端面にそ
の前方を観察するための観察窓が配置されると共に、挿入部の先端面の周囲を囲む位置か
らその前方に突出する筒状の先端フードが設けられた前方視型内視鏡の先端部において、
先端フードの前方位置の被写体の光像を実質的に歪みなく反射させて観察窓に入射させる
像反射鏡が先端フードの内周面位置に配置されているものであり、像反射鏡が平面鏡であ
るとよい。
【０００９】
　なお、先端フードが挿入部の先端部分に着脱自在であって、先端フードを挿入部の先端
部分の軸線周り方向に変位した複数の向きで挿入部の先端部分に係止することができるフ
ード係止手段が設けられていてもよく、像反射鏡が、先端フードの周方向に位置を変えて
先端フードの内周面位置に複数配置されていてもよい。
【００１０】
　また、挿入部の先端面の中心から偏位した位置に処置具突出口が配置されていて、像反
射鏡が、処置具突出口に対し先端フードの中心軸線周り方向に略１８０°偏位した位置に
配置されていてよい。
【００１１】
　また、挿入部の先端面の中心から偏位した位置に処置具突出口が配置されていて、像反
射鏡が、先端フードの中心軸線周り方向において処置具突出口と略同方向に配置されてい
てもよく、像反射鏡が、挿入部の基端側からの遠隔操作で向きが変わるように可動に配置
されていてもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、先端フードの前方位置の被写体の光像を実質的に歪みなく反射させて
観察窓に入射させる像反射鏡が先端フードの内周面位置に配置されていることにより、観
察窓の方に向いていない患部の観察や、前方に向けて突出する処置具の先端と粘膜面との
間の間隔の視認等を、広い観察視野の中で明瞭に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　挿入部の先端面にその前方を観察するための観察窓が配置されると共に、挿入部の先端
面の周囲を囲む位置からその前方に突出する筒状の先端フードが設けられた前方視型内視
鏡の先端部において、先端フードの前方位置の被写体の光像を実質的に歪みなく反射させ
て観察窓に入射させる像反射鏡（平面鏡）が先端フードの内周面位置に配置されている。
【実施例】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
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　図１は前方視型内視鏡の先端部の側面断面図、図２は正面図であり、可撓性挿入部１の
先端に連結された先端部本体２の先端面２ａに、観察窓３、照明窓４及び処置具突出口５
等が配置されている。
【００１５】
　観察窓３と処置具突出口５とは、図２に示されるように、先端部本体２の先端面２ａの
軸線周りに略１８０°向きが相違する位置（即ち、正面から見て対称の位置）の、先端面
２ａの中心から偏位した外縁部近傍の位置に各々配置されている。
【００１６】
　先端部本体２内の観察窓３の奥の位置には、対物光学系６と固体撮像素子７等が配置さ
れていて、観察窓３から取り込まれた前方（図１において左方）の被写体の像が、対物光
学系６により固体撮像素子７の撮像面に投影され、図示されていないモニタでその映像を
観察することができる。
【００１７】
　処置具突出口５は、可撓性挿入部１内に全長にわたって挿通配置されている処置具挿通
チャンネル８に真っ直ぐに連通していて、処置具挿通チャンネル８に通された処置具の先
端部分が処置具突出口５から前方に向かって突出する。
【００１８】
　１０は、先端部本体２の先端面２ａの周囲を囲む位置からその前方に突出する筒状の先
端フードである。先端フード１０は、この実施例においては弾力性のある透明な部材（例
えばシリコンゴム等）で形成されていて、弾性変形させることにより先端部本体２に対し
着脱することができる。
【００１９】
　先端フード１０の後端部付近は弾力的に少し広げて先端部本体２の外周面に被せられ、
図１におけるIII－III断面を図示する図３にも示されるように、先端部本体２の周方向に
例えば９０°ずつ位置を変えて形成された四つの凹部９に、先端フード１０の後端部内周
の四個の係合突起１１が係合するようになっている。
【００２０】
　したがって、先端フード１０は、先端部本体２に取り付けられた状態では先端部本体２
に対し軸線方向にも軸線周り方向にも固定されており、先端フード１０を弾性変形させて
係合突起１１を凹部９から外せば、軸線周り方向に例えば９０°ずつ回転した任意の向き
で先端部本体２に係止させることができる。
【００２１】
　そのような先端フード１０の内周面は略円筒状に形成されていて、処置具突出口５から
突出される処置具の先端部分を前方に向かって案内するための処置具案内溝１３が、処置
具突出口５と位置を合わせて形成されている。
【００２２】
　また、先端フード１０の前方位置の被写体の光像を実質的に歪みなく反射させて観察窓
３に入射させる像反射鏡１４が先端フード１０の内周面位置に配置されている。像反射鏡
１４は平面鏡であり、観察窓３の配置と位置を合わせて、処置具突出口５に対し先端フー
ド１０の中心軸線周り方向に略１８０°偏位した位置に配置されている。なお、「実質的
に歪みなく」とは、肉眼で明瞭に確認できるような像の大きな歪みが発生しないという意
である。
【００２３】
　このような構成により、例えば図４に示されるように、先端フード１０の先端付近に位
置する隆起性の患部１００の側面領域の観察等は、Ｐで示されるように観察窓３からの直
接観察では殆ど不可能であるが、Ｑで示されるように、像反射鏡１４での反射像を観察窓
３から観察することにより、患部１００をある程度側方から観察できる状態になって診断
可能領域が広がる。
【００２４】
　また、図５に示されるように、処置具突出口５から突出させた処置具２００の先端と粘
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膜面との間の間隔ｅも、Ｐで示されるように観察窓３からの直接観察では殆ど視認するこ
とができないが、Ｑで示されるように、像反射鏡１４での反射像を観察窓３から観察する
ことにより側方から視認することができ、処置具２００の操作を安全に行うことができる
。
【００２５】
　また、図６に示されるように、先端フード１０を先端部本体２に対し回転させて、像反
射鏡１４の位置を１８０°回動させると、隆起性の患部１００の側面領域等を観察する場
合に、観察光軸の向き（即ち、先端フード１０の軸線に対する角度θ）が大きくなって、
より明瞭な観察を行うことができる。
【００２６】
　図７は、本発明の第２の実施例の前方視型内視鏡の先端部を示しており、平面鏡である
像反射鏡１４を、先端フード１０の周方向に１８０°位置を変えて先端フード１０の内周
面位置に例えば二つ配置したものである。このように構成すると、隆起性の患部の側面領
域を、相反する方向から同時に観察することができる等のメリットがある。像反射鏡１４
を、先端フード１０の周方向に位置を変えて三つ以上設けてもよい。
【００２７】
　なお、特開平１１－７６１５０には、先端フードの内周面全体を反射鏡にした内視鏡が
記載されている。しかし、その反射鏡は照明光を反射させるためのものであり、円筒の内
周面の形状に形成された反射鏡では、反射像の歪みが大きすぎて内視鏡観察用には全く使
用できない。
【００２８】
　図８は、本発明の第３の実施例の前方視型内視鏡の先端部を示しており、平面鏡である
像反射鏡１４の向きを先端フード１０の軸線に対しやや後方向きにしたものである。像反
射鏡１４をこのように配置すると、先端フード１０の軸線に対する観察光軸の角度θが大
きくなるので、隆起性の患部の側面観察能等が向上する。
【００２９】
　図９は、本発明の第４の実施例の前方視型内視鏡の先端部を示しており、平面鏡である
像反射鏡１４がその先端側の回動支軸２０を中心に回動自在に配置されていて、可撓性挿
入部１の基端側から進退操作される操作ワイヤ２１が、像反射鏡１４の基端側にプーリ２
２を介して連結されている。２３は戻しスプリング、２４は操作ワイヤ２１のガイドチュ
ーブである。
【００３０】
　このような構成によれば、矢印Ｘ，Ｙで示されるように、操作ワイヤ２１の進退操作に
より像反射鏡１４の向きを回動支軸２０を中心に前後方向に揺動制御することができるの
で、隆起性の患部の状態等に合わせて像反射鏡１４の向きを任意に制御して、側面観察能
等をより向上させることができる。
【００３１】
　図１０は、本発明の第５の実施例の前方視型内視鏡の先端部を示しており、図１１はそ
のXI－XI断面図である。この実施例においては、先端フード１０に軸線周り方向に回転自
在に配置された歯車環３０の内周部に平面鏡である像反射鏡１４が取り付けられている。
【００３２】
　そして、可撓性挿入部１の基端側から進退操作される操作ワイヤ３１で作動するウォー
ム歯車３２により歯車環３０が軸線周りに回転駆動され、それによって、像反射鏡１４の
位置と向きを先端フード１０の軸線周り方向に制御することができる。３３は、操作ワイ
ヤ３１のガイドチューブである。
【００３３】
　このような構成によれば、図１０に矢印Ｘ，Ｒで示されるように、操作ワイヤ３１の進
退操作により、像反射鏡１４の位置と向きを先端フード１０の軸線周り方向に任意に制御
して、側面観察能等をより向上させることができる。
【００３４】
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　このようにして本発明によれば、従来に比べて大きな像反射鏡１４を用いて鮮明な反射
像観察を行うことができ、像反射鏡１４が使用時に振らついたりせず、像反射鏡１４を誤
って粘膜面に強く押し付けて粘膜損傷を引き起こすような恐れもない。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の第１の実施例の前方視型内視鏡の先端部の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の前方視型内視鏡の先端部の正面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の、図１におけるIII－III断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の前方視型内視鏡の先端部の第１の使用態様の側面断面図
である。
【図５】本発明の第１の実施例の前方視型内視鏡の先端部の第２の使用態様の側面断面図
である。
【図６】本発明の第１の実施例の前方視型内視鏡の先端部の第３の使用態様の側面断面図
である。
【図７】本発明の第２の実施例の前方視型内視鏡の先端部の側面断面図である。
【図８】本発明の第３の実施例の前方視型内視鏡の先端部の側面断面図である。
【図９】本発明の第４の実施例の前方視型内視鏡の先端部の側面断面図である。
【図１０】本発明の第５の実施例の前方視型内視鏡の先端部の側面断面図である。
【図１１】本発明の第５の実施例の、図１０におけるXI－XI断面図である。
【符号の説明】
【００３６】
　１　可撓性挿入部
　２　先端部本体
　２ａ　先端面
　３　観察窓
　５　処置具突出口
　９　凹部（フード係止手段）
　１０　先端フード
　１１　係合突起（フード係止手段）
　１３　処置具案内溝
　１４　像反射鏡
　２１，３１　操作ワイヤ
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